
音響芸術科 



●１年次 ●２年次

授業科目名

修
得
単
位
時
間

必
修
・
選
択

実
務
経
験
の
あ
る

教
員
等
授
業

奨
励
基
準
時
数
分

シ
ラ
バ
ス
提
出
授
業

授業科目名

修
得
単
位
時
間

必
修
・
選
択

実
務
経
験
の
あ
る

教
員
等
授
業

奨
励
基
準
時
数
分

シ
ラ
バ
ス
提
出
授
業

音響基礎実習 45 選 ○ 卒業制作 180 必

ライブ制作実習 90 選 ○ Webコンテンツ制作Ⅱ 30 選 ○

出版制作実習 45 選 ○ ◆ MusicmanⅡ 45 選 ○

Webコンテンツ制作Ⅰ 30 必 ○ アートディレクション＆デザイン 45 選 ○

ProTools実習 30 選 ミュージックビデオ制作 45 選 ○

Illustrator実習 30 必 ○

SNSマーケティングⅠ 30 必 ○

SNSマーケティングⅡ 30 必 ○

小計 330 小計 345

音楽業界概論 30 必 ○ 音楽著作権 30 必 ○ ◆

ビジネス著作権 30 必 ○ プロモーター論 30 必 ○

コンサートビジネス 30 必 ○ オリコン講座 30 選 ○

オーディオ基礎 30 必 エンターテイメント業界Ⅰ 30 必

ステージ制作論 60 必 ○ エンターテイメント業界Ⅱ 30 必

テレビ番組論 30 選 ○ ファンクラブビジネス 30 選

業界特別講座 30 選 コンサート・イベント論 30 選 ○

ライブスポットリサーチ 30 選 ミュージックシーン研究 30 選 ○

MusicmanⅠ 30 選 ○ ◆ ザ・サウンドプロデューサーズ 30 選 ○

マーケティング 30 選 ○ ◆ プロダクション＆ビジネス 30 選 ○ ◆

アーティストマネージメント論 30 選 ○ デザイン概論 30 選 ○ ◆

マネージャー実践講座 30 選 ○

動画制作＆配信 30 選 ○

小計 360 小計 390

就職講座Ⅰ 30 必 就職講座Ⅲ 30 必

就職講座Ⅱ 30 必 就職講座Ⅳ 30 必

特別講座Ⅰ 30 選 特別講座Ⅱ 30 選

小計 90 小計 90

J-POP&邦ロック史 30 選 ○ スコアリーディング 30 選 ○

音楽理論 30 選 ○ ポップスアナリーゼ 30 選 ○

Windows office入門 30 選 ○ 楽器論 30 選 ○

ビジネスマナー講座 30 選 ○

英会話 30 選 ○

アニメ音楽史 30 選 ○

小計 180 小計 90

1年次時間数　合計 960 時間 ２年次時間数　合計 915 時間

全設置授業時数 1875 時間

実務経験のある教員等による授業数 1305 時間

省令で定める基準授業時数  シラバス提出分 195 時間
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講義名 音響基礎実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 小山内　宙

到達目標
★音が作りあげられるまでの過程を機材、スタジオを使用して理解、習得する
★技術スタッフの役割や関係性を理解する
★基礎的な技術の知識を身につける

授業概要

コンサート制作や音源制作を行うとき、プロデューサーやマネージメント、制作に携わる人間は、エンジニア、
アーティストがどのような仕事をしていて、どんな段取りで動いているかなどを理解し指示できる能力が求めら

れます。この実習では、実際にレコーディング、PA、配信、ライブ演出などを自身で体験してみて、その技術の
基本的な知識を身に付けてもらいたいと思っています。
ぜひ今後の制作現場に活かし、クリエイティブな企画を生み出して下さい！

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（授業のコンセプトと受け方）

第2回目

～ 15． 2つの場所を使って以下のことを学んでいきます。
［レコーディングスタジオ 授業例］

・スタジオ機材って何だろう？
・Ｍｉｃと楽器について

・セッティングをしてみよう
・いろんなサウンドを鳴らしてみよう
・レコーディング準備

・レコーディングしてみよう
・Ｍｉｘしてみよう

［教室・実習室 授業例］
・ケーブル、マイク、マイクスタンドの扱い方を知ろう

・ミキサーを使って音を出してみよう
・ＰＡ機材をセッティングしてチェックしてみよう
・スピーカーを調整してみよう

・ワイヤレスマイクを使ってみよう
・ライブの技術・演出を体験してみよう　準備

・ライブの技術・演出を体験してみよう　本番

評価方法 100点満点として、授業内課題60点、平常点（授業への参加意欲等）40点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 ※時代のニーズに合わせ、授業内容を作っています。詳しくはガイダンスの中で説明します。

実務経験有無 実務経験有
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講義名 ライブ制作実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 実習

時間 90.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 井上　優佳

佐野　僚

岡村　勝

植木　思衣名

到達目標

★ライブイベント制作のために必要な基礎知識を身につける
★グループでの活動や外部との交渉を通して、コミュニケーション能力を身につける

★企画立案からそれを実現させるプロセスを理解し、外部との交渉を通して、コミュニケーション能力を身につ
ける

授業概要

この授業は皆さんに実際に1日のライブイベントを制作してもらうという実習形式の授業です。

企画の立案から出演交渉、当日の進行から精算まで、1本のイベントを制作するために必要な基礎知識を、座学
だけではなく実際に制作活動をする中で学んでいきます。

また、班でのグループ作業はもちろん、アーティスト/会場スタッフ/事務所スタッフ/レーベルスタッフ/配信ス
タッフ等、実際に外部の関係者とのやり取りをする中で、社会人としてもコミュニケーション能力を養っていき
ます。発想能力と実現能力は社会人として最も必要とされる能力の一つ。

それをもちろん一本のイベントを創る楽しさと難しさも体験しながら学べる授業にしていきます。

授業計画

回 内容

第1回目 授業ガイダンス

第2回目 班編成、スタッフリスト作成、企画書作成

第3回目 会場スタッフ顔合わせ

第4回目 企画確定

第5回目 予算書作成

第6回目 タイムテーブル作成

第7回目 出演交渉方法の説明

第8回目 制作打ち合わせ1

第9回目 制作打ち合わせ2

第10回目 プロモーション説明

第11回目 機材説明

第12回目 セット図説明

第13回目 当日のスタッフリング確認

第14回目 本番最終制作打ち合わせ

第15回目 本番、精算、反省会

評価方法
100点満点として本番終了後のレポートとライブ本番の内容/動員/収支45点、個人での本番への貢献度30点、授
業態度25点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

株式会社シブヤテレビジョン
渋谷の中心部に「Shibuya O-Group」として4店舗を運営しています。

流行の発信地である渋谷にキャパシティの異なる4つのライブホールがあるのは
シブヤテレビジョンの大きな強み。
幅広いジャンルのライブやイベントの開催、業界初のオンラインフェスへも挑戦し、

多くの音楽ファンの支持を得ています。また、2019年からは Spotify O-EAST の
一角を DJ Bar「東間屋」として運営しています。
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講義名 出版制作実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 村田　誠二

到達目標
★雑誌・書籍ができるまでの過程を、企画立案から原稿執筆、校正まで実践しながら学ぶ
★自分の“好き”をさらに追究し、“魅力的に構成して他者に見せる”という考え方を理解し実践する
★雑誌／書籍編集者、ライターの仕事を知る

授業概要

各自が担当ページを持ち、自由にテーマを設定して自ら文章やレイアウトを考え記事を制作して、クラスで1冊
の本を完成させます。印刷媒体の仕組みやライティング、校正について知ることは、編集者やライターはもちろ

ん、マネージャーやプロモーター、ファンクラブ・スタッフなど、パブリシティに関係する職種を考えている人
には不可欠ですし、自分の“好き”を追究し、整理してまとめ、表現する作業は、就職活動における自己PRにも
必ず役に立つはずです。記事作りは簡単ではありませんが、自分の“好き”と徹底的に向き合い、楽しみながら

作った記事がリアルの本になる、その達成感も味わってください！

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス／制作する本と、その実作業についての概説

第2回目 台割作成（各自、記事にするテーマとページ数を決める）／ページ制作の手順と考え方①

第3回目 ページ制作の手順と考え方・取り組み方② ～自分の記事だけの“目次”を作る～

第4回目 各自記事制作

第5回目 各自記事制作

第6回目 各自記事制作

第7回目 各自記事制作

第8回目 各自記事制作～入稿（〆切）

第9回目 インターバル①～編集者・ライターの仕事とは

第10回目 インターバル②～雑誌の企画案書を作る（提出）

第11回目 校正のルール解説と校正練習

第12回目 初校校正（各自制作したページを修正①）／編集後記執筆

第13回目 再校校正（各自制作したページを修正②）→校了

第14回目 インターバル③～出版業界用語クイズ

第15回目 冊子完成！ 感想レポート提出

評価方法
2/3 以上の出席と、制作した記事が冊子に掲載されることを前提とし、100 点満点中、授業への参加意欲を含め
た平常点が 85 点、授業時間内に取り組む提出物が 15 点で評価を行う。

参考書・教材 記事作成のための資料やフォント一覧などのプリントを適宜配布します。

備考

・記事作成時のリサーチのため、またWeb上から写真をダウンロードして保存しておくために携帯は必ず使いま
す。同様の理由で私用のタブレットやノートパソコンを持参しても構いませんし、自身のDTP系ソフト

（Illustrator, InDesign, 他）を使って記事を制作することもできます。

・毎回、筆記用具を（制作時には定規、マーカー、校正時には赤ペンも）持参してください。

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 編集者／ライター／インタビュアー
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講義名 Webコンテンツ制作Ⅰ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 吉田　光利

到達目標
★Web制作の全体を知る
★Webデザインができるようになる

授業概要

Webサイト制作といっても「何をすればいいのだろう？」「HTMLなら聞いたことあるけど」くらいの認識だと思

います。このコースではWebサイトの企画、アイデアの出し方から実際の制作方法までを学びます。 HTMLやCSS
のコーディングからIllustrator、photoshopでのデザイン。さらにはサーバーに関することまでを幅広く学びま

す。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 Webサイト制作のワークフロー

第3回目 アイデアの創り方

第4回目 Webサイト制作方法①

第5回目 Webサイト制作方法②

第6回目 HTMLコーディング

第7回目 CSSコーディング

第8回目 Javascriptでプログラミング

第9回目 WebページUI ／ UXを知る

第10回目 Webサーバーを知る

第11回目 Webサイトマーケティング

第12回目 オリジナルサイト制作企画

第13回目 オリジナルサイト制作コーディング

第14回目 サーバーにアップロード

第15回目 公開と計測

評価方法 課題作成40 点、技術の習得度 30点、授業参加意欲 30点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール フルスタックエンジニア
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講義名 ProTools実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 実習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 岡村　勝

到達目標
★ProToolsの概要を理解する
★基本的操作を習得する
★現場で役に立つ音楽的感覚を身につける

授業概要

ProToolsとは、音声波形編集ソフト（Digital Audio Workstation）のことです。現在の音楽・放送業界におい
てレコーディングや音声編集をするうえで必須とも言えるソフトウェアになっています。

この授業では、ProToolsの基本を勉強していきながら、音響芸術科の皆さんに現場で役に立つ実践的な操作方
法、感性を身につけてもらう授業になります。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（ProToolsについて）

第2回目 録音をしてみよう（CD）

第3回目 マイクを使った録音・編集

第4回目 ナレーション編集

第5回目 続・ナレーション編集

第6回目 2mixの編集

第7回目 続・2mixの編集

第8回目 課題Ⅰ

第9回目 クリックの入れ方・メモリーロケーション

第10回目 シグナルルーティング・EFX

第11回目 続・シグナルルーティング・EFX

第12回目 MA

第13回目 オートメーション

第14回目 課題Ⅱ

第15回目 続・課題Ⅱ

評価方法 100点満点として、課題35点・技術の習得度35点・平常点30点として評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 Illustrator実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 実習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 中西　貴子

到達目標
★Adobe Illustratorの基本的な操作を習得
★デザインの基礎知識
★現場で即戦的に活かせるデザイン知識とスキル実習

授業概要

伝えたい情報を伝わる形にレイアウトできるAdobe Illustrator。
フレキシブルにレイアウトする楽しさに触れ、その中にある情報整理や構成などセンスだけではなく論理的に組

み立てるデザインの基本、将来現場で遭遇するかもしれない場面で覚えておくと活かせるスキルを実践的に学び
ます。

授業計画

回 内容

第1回目

初回ガイダンス・授業内容の紹介

Adobe Illustrator基本操作①
・各部名称／効率の上がるショートカット

・選択ツール：オブジェクト選択の仕方・移動
・オブジェクトを描く：色をつける

オリジナルキャラクターを描く

第2回目

Adobe Illustrator基本操作②

・オブジェクトを描く：重ね順・拡大と縮小・パスファインダー
・色について（CMYK）

オリジナルキャラクターを描く

第3回目

Adobe Illustrator基本操作③

・オブジェクトを描く：ペンツールでパスを描く／オブジェクトの部分調整

＜オリジナルキャラクターを完成させよう＞

第4回目
名刺制作の基本セオリー①
・情報整理とデザイン計画（要素の洗い出し／デザインアイデアを探す）

・素材の使用について（画像・イラスト素材の取り扱い）

第5回目
名刺制作の基本セオリー②
・文字について（書体選び／文字ツール・文字パレットの使い方）

・デザインフォーマット作り

第6回目
名刺制作の基本セオリー③

・レイアウトについて

第7回目 名刺の制作　制作作業（個人作業／個別指導）

第8回目
名刺の制作　制作作業（個人作業／個別指導）

・入稿データの作り方（トンボ／アウトライン／塗り足し作業／出力確認）

第9回目

名刺の制作　制作作業（個人作業／個別指導）

＜名刺データを完成させよう＞

第10回目

デザイン実践

・文字の合う書体を選んでテロップ・ロゴを作る
・色数制限のあるデザインをする

第11回目

デザイン実践　制作作業（個人作業／個別指導）

＜テロップ・ロゴを完成させよう＞

第12回目

デザイン実践
・文字の合う書体を選んでテロップ・ロゴを作る
・色数制限のあるデザインについて

作ったロゴのグッズ展開を考える

第13回目
デザイン実践（まとめ）
・グッズデザインを仕様書作り
・パントーンとDIC（特色）について

第14回目 ・スキルチェックテスト

第15回目 成果物講評

評価方法 100点満点とし課題提出30点/完成度15点/理解度25点　授業への参加意欲平常点30点で評価を行います。

参考書・教材 特になし

備考 USB メモリ・筆記用具・ノートご持参ください。

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール グラフィックデザイナー
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講義名 SNSマーケティングⅠ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 演習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ (株)ワンゴジュウゴ

到達目標
★趣味ではなくビジネスでSNSを活用できる人材育成を目指す。
★YouTube、Twitter、Instagram、Tik TokなどSNSを活用した戦略的・実践的なノウハウ、マーケティングを学
ぶ。

授業概要

この科目はエンターテインメント業界に求められるデジタルスキル獲得を目的とする演習形式の授業です。
YouTube、Twitter、Instagram、TikTokを始めとするSNSを基礎から学び、炎上・バズを理解して、戦略的な運用

ができるようウェブマーケティングを学修します。知識を得るだけではなく、アウトプットの場を増やしビジネ
ス視点での思考力と就職時に役立つビジネスレベルのプレゼンスキルが身につくよう学修します。

また、業界で求められているスキルの１つであるYouTube検定初級の認定証取得を目指します。

授業計画

回 内容

第1回目 ウェブマーケティングの基礎

第2回目 SNSの基礎

第3回目 ペルソナ分析・3C分析

第4回目 Instagram　Instagram基礎（理解、運用方法、バズ観点）

第5回目 Twitter　Twitter基礎（理解、運用方法、バズ観点）

第6回目 TikTok　TikTok基礎（理解、運用方法、バズ観点）

第7回目 【中間考査】ペルソナ分析・3C分析を使った制作実習、提出

第8回目 カスタマージャーニーマップ

第9回目 制作実習（ペルソナ分析・3C分析・カスタマージャーニーマップ）

第10回目 第九回の制作実習で取り組んだものの発表

第11回目 海外のSNS事情

第12回目 プレゼンテーションスキル

第13回目 期末課題のテーマ発表と制作実習１

第14回目 制作実習２

第15回目 【期末考査】制作実習物の発表と提出

評価方法
授業参加意欲、受講態度（平常点）に加え理解度の中間／期末考査（理解度テスト、分析発表プレゼン）で評価
します。授業参加意欲・平常点：75％　考査：25％

参考書・教材 特になし

備考
各授業では、①～⑮のメインテーマ以外に業界動向や実例などを紹介しながら、各回の授業を通じて幅広いウェ
ブの知識が普段の生活の身近な例から学べる授業を展開いたします。また理解度に応じてPC 操作、とりわけ

Office ソフト、Google アプリの使用方法についてもレクチャーを実施いたします。

実務経験有無 実務経験有
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講義名 SNSマーケティングⅡ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 演習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ (株)ワンゴジュウゴ

到達目標
★趣味ではなくビジネスでSNSを活用できる人材育成を目指す。
★YouTube、Twitter、Instagram、Tik TokなどSNSを活用した戦略的・実践的なノウハウ、マーケティングを学
ぶ。

授業概要

この科目はエンターテインメント業界に求められるデジタルスキル獲得を目的とする演習形式の授業です。
YouTube、Twitter、Instagram、TikTokを始めとするSNSを基礎から学び、炎上・バズを理解して、戦略的な運用

ができるようウェブマーケティングを学修します。知識を得るだけではなく、アウトプットの場を増やしビジネ
ス視点での思考力と就職時に役立つビジネスレベルのプレゼンスキルが身につくよう学修します。

また、業界で求められているスキルの１つであるYouTube検定初級の認定証取得を目指します。

授業計画

回 内容

第1回目 YouTube　YouTube基礎（理解・運用方法・バズ観点）

第2回目 YouTube検定初級①

第3回目 YouTube検定初級②

第4回目 YouTube検定初級③

第5回目 YouTube検定初級④

第6回目 YouTube検定初級⑤

第7回目 【中間考査】YouTube検定初級の受験

第8回目 様々な分析方法（TAPS分析・USP分析）

第9回目 マンダラチャート

第10回目 誹謗中傷の理解①

第11回目 誹謗中傷の理解②と制作実習

第12回目 セルフブランディング

第13回目 期末課題のテーマ発表と制作実習①

第14回目 制作実習②

第15回目 【期末考査】制作実習したものの提出と発表

評価方法
授業参加意欲、受講態度（平常点）に加え理解度の中間／期末考査（理解度テスト、分析発表プレゼン）で評価
します。授業参加意欲・平常点：75％　考査：25％

参考書・教材 特になし

備考
各授業では、①～⑮のメインテーマ以外に業界動向や実例などを紹介しながら、各回の授業を通じて幅広いウェ
ブの知識が普段の生活の身近な例から学べる授業を展開いたします。また理解度に応じてPC 操作、とりわけ

Office ソフト、Google アプリの使用方法についてもレクチャーを実施いたします。

実務経験有無 実務経験有
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講義名 音楽業界概論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 梅木　康裕

到達目標
★現在の音楽ビジネスの「基本」「根幹」を理解する
★現状の音楽ビジネスの問題点を読み解く
★新しい音楽ビジネスを構築するための知識を得る

授業概要

音楽を中心とした「エンタテインメントビジネス」の基本は「アーティストビジネス」です。そして、現状の
「エンタテインメントビジネス」は、権利ビジネスでもあります。

この授業では、具体的なアーティストビジネスを知るとともに、現状の音楽ビジネスに係る権利とそこから生ま
れる利益構造を学ぶと同時に、そこで得た情報を基に次代の音楽ビジネスを担うスタッフを育成します。

授業計画

回 内容

第1回目 授業について/この授業で学ぶこと

第2回目 音楽ビジネスの根幹は「アーティストビジネス」

第3回目 アーティストビジネスの分野

第4回目 音楽ビジネスの基本は「三者の権利」

第5回目 楽曲と音源/中古CDは違法か

第6回目 音楽ビジネスは「権利の譲渡」と「利用の許諾」

第7回目 権利の譲渡、お金の流れと音楽ビジネス

第8回目 音楽CDに係る著作権・著作隣接権の譲渡の通例

第9回目 音楽CDがお金生む仕組み

第10回目 印税

第11回目 原盤に係る契約のパターン①

第12回目 原盤に係る契約のパターン②

第13回目 原盤制作のビジネス①

第14回目 原盤制作のビジネス②

第15回目 まとめ

評価方法 講義全体を100点満点採点する。授業意欲20点。定期試験80点。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール エンタテインメントコーディネーター
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講義名 ビジネス著作権

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 山宮　正好

到達目標
★ビジネス著作権検定・初級資格を取得します。
★音楽著作権の知識を身につけます。
★インターネットでの著作物取扱いについて学習します。

授業概要

近年のSNS、スマホの普及とともに著作物が日常生活で身近な権利になってきました。
発信者、受信者ともにインターネットでの著作物の利用と流通をコントロールする著作権のルールは無視するこ

とのできない必須の知識となっています。本講座ではインターネットをはじめ、音楽ビジネス、コンサート、放
送出版業界に必要な著作権を具体的な事例を多く紹介しながら著作権についての理解を深めます。またビジネス
著作権検定・初級資格の取得を目標にします。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 知的所有権全般と肖像権

第3回目 著作権制度の歴史と全体像

第4回目 著作物とは

第5回目 著作権と著作隣接権

第6回目 著作者の権利

第7回目 著作隣接権の権利

第8回目 デジタル時代の権利と国際的保護

第9回目 著作物の自由利用（権利制限）

第10回目 保護期間と著作物の登録等

第11回目 権利侵害と著作物の利用方法

第12回目 音楽産業と著作権

第13回目 映像作品と著作権

第14回目 著作権ビジネス（まとめと事例）

第15回目 まとめ

評価方法 筆記試験 90点（3点×30問）と平常点を10点とする。100点満点で評価します。

参考書・教材
『ビジネス著作権検定 BASIC・初級公式テキスト 第4版』
編著：一般社団法人コンピュータソフトウェア著作権協会　発行：株式会社ウイネット

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 音楽インターネットサービスオーガナイザー
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講義名 コンサートビジネス

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ (株)ディスクガレージ

到達目標
★コンサート業界の仕組みを知る
★イベント制作の流れを学ぶ

授業概要

コンサートやフェスなど、各種エンターテインメントの企画・制作・運営ほか、音楽・原盤制作・マネージメン

トなど幅広く活躍する、コンサートプローモーターの最大手による授業です。
様々な視点からコンサートや音楽のスキルを身に付け、音楽業界への理解を深めよう。

授業計画

回 内容

第1回目 コンサートビジネス・プロモーターとは／VIVA LA ROCKの説明

第2回目 プロモーター・現場での1日の業務とは/VIVA LA ROCK説明会

第3回目 ライブ制作とは/実際のイベント例に説明

第4回目 公演確認書/タイムテーブルについての説明

第5回目 フェス制作/VIVA LA ROCK制作マニュアルの説明

第6回目 配券業務/座席の決め方（LINECUBE・サンプラ・パシフィコ）

第7回目 プロモーター業務および流れ/実際のイベント例に説明

第8回目 予算書の作り方（料金表を見て）

第9回目 アーティストマネージメントに関して/ツアー制作のポイント/業界用語集

第10回目 音楽フェスと音楽イベントの違い。フェスの分類。フェスを構成している要素

第11回目 実際にツアーを組み予算書を作成してみる

第12回目 自分の意見に周囲の意見を加える/音楽業界が学生・若い方々に求めていること

第13回目 ジャケ写作成

第14回目 まとめ（業界座組み・公演確認書・タイムテーブル・予算書・配券・マネージャー・ライブ制作・ツアー）

第15回目 筆記試験

評価方法 100点満点として、レポート70点、授業への参加意欲の平常点が30点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 関東近郊のコンサート企画・運営を行っているプロモーター
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講義名 オーディオ基礎

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 小山内　宙

到達目標
★専門分野に就く為に必要な知識を習得する
★「音」についての感覚を養う為に必要な知識を習得する

授業概要

現在の音楽制作現場では、様々な技術的知識が必要な時代になっています。その為に必要な基本的知識や技術的

内容を勉強する事で、実習授業は元より、社会に出ても役立てられるような授業です。
「音楽の楽しみ方」には様々な楽しみ方があります。TVを観て楽しむ、ライブに行って楽しむ、CDを買って楽し

む、ダウンロードをして楽しむ等、漠然と聴いて楽しんでいたでしょう。この授業は、その楽しみ方に、授業で
学んだ知識をプラスした楽しみ方が出来たら、と思っています。

授業計画

回 内容

第1回目 授業コンセプトと制作スタッフに必要なスキルとは？

第2回目 技術的業種を理解する

第3回目 コンピュータウイルスと情報セキュリティ

第4回目 音のしくみとは？（音と電気の関係）

第5回目 音の性質（音の3要素）

第6回目 音の性質（伝わり方、現象）

第7回目 様々なコネクタについて（音響、映像、電源）

第8回目 マイクの種類と仕組み

第9回目 いろいろなマイクと特性

第10回目 スピーカの種類と特性

第11回目 さまざまな音楽メディア

第12回目 PC選びの基礎

第13回目 電気の基礎知識（身近な電気）

第14回目 電気の基礎知識（種類、用語と意味）

第15回目 授業まとめ

評価方法 100点満点として、授業への参加意欲30点と授業内課題70点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 ステージ制作論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 通年 講義区分 講義

時間 60.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 小林　健介

到達目標
★コンサート現場のスタッフの役割を理解する
★舞台制作に必要な基礎知識や作業内容を学ぶ

授業概要

舞台では、演劇、舞踏、コンサートをはじめ様々なものが、演じられています。ここでは、おもにコンサートを

中心に、客席から観客として見るのではなく、制作サイドつまり舞台を作るという観点から、舞台というものに
アプローチしてみます。まず、舞台に携わるものとしての、最低限の予備知識として、舞台の構造や機構、舞台

用語などを理解し、その上で実際の舞台では、どの様なスタッフが、どの様な形で、コンサートに関わっている
のか、舞台で働くスタッフとその働き、またその様なコンサートは、どんなプロセスを経て、観客の目に触れる
のか等、企画の段階から本番当日まで、現実の流れに沿った形で学んでいきたいと思います。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 舞台の基礎知識

第3回目 舞台機構と構造

第4回目 舞台用語

第5回目 安全管理

第6回目 舞台図面の読み方

第7回目 舞台図面の書き方①

第8回目 舞台図面の書き方②

第9回目 簡単な舞台道具の使い方

第10回目 舞台制作の実際

第11回目 コンサート業界の仕組みとスタッフ

第12回目 コンサートスタッフの役割

第13回目 舞台監督の役割

第14回目 タイムテーブルの書き方

第15回目 まとめ

第16回目 ガイダンス

第17回目 舞台機構と構造

第18回目 舞台図面と実際①

第19回目 舞台図面と実際②

第20回目 ドラム台などの仕込

第21回目 ドラムセットの組み方

第22回目 楽器の扱い方①

第23回目 楽器の扱い方②

第24回目 タイムテーブルと実際の進行①

第25回目 タイムテーブルと実際の進行②

第26回目 演出・構成について①

第27回目 演出・構成について②

第28回目 いろいろなイベントについて

第29回目 まとめ①

第30回目 まとめ②

評価方法
100点満点として、提出物（レポート、各資料）40点・技術の習得度30点・授業への参加意欲の平常点が 30 点

で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 舞台制作
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講義名 テレビ番組論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 及川　哲郎

佐野　僚

到達目標
★テレビ番組が放送されるまでの流れを理解する
★番組制作の仕事を理解する

★企画を考えるノウハウを身につける

授業概要

企画立案から始まり、様々な過程を経て放送されるテレビ番組。

どのような人が携わり、どのような仕事が行われているか、放送までの流れを学びます。
そして、実践プログラムを用意。制作の仕事の知識を、実践的に身につけます。
また、コンプライアンスを意識するテレビ業界で、成立する面白い企画を考えます。

実際にあったエピソードや体験談を交えながら、テレビ番組制作の楽しさを伝えます。

授業計画

回 内容

第1回目 テレビとは？　～テレビ総論～

第2回目 テレビ番組ができるまで　～制作・技術・プロダクションの関係性～

第3回目 制作の仕事①　～リサーチ・構成作家～

第4回目 制作の仕事②　～AD・ディレクター～

第5回目 制作の仕事③　～AP・プロデューサー～

第6回目 実践①　～リサーチをする～

第7回目 実践②　～企画を考える～

第8回目 実践③　～企画を考える②～

第9回目 実践④　～企画書を作成する～

第10回目 実践⑤　～企画書を作成する②～

第11回目 実践⑥　～台本を作成する～

第12回目 実践⑦　～台本を作成する②～

第13回目 テレビとは？　～テレビ総括～

第14回目 試験対策

第15回目 試験

評価方法 講義全体を100点満点採点する。レポート20点、試験30点、平常点50点。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

構成作家として、情報番組、クイズ番組など、バラエティ番組を中心に、企画・構成・リサーチを行う。

フジテレビ「クイズ＄ミリオネア」、日本テレビ「スッキリ」など担当。
現在、プロデューサーとして、音楽番組、バラエティ番組、ドキュメンタリー番組など、様々なジャンルの番組

を担当。
BS11「八代亜紀いい歌いい話」、BS12「わたし、コロナ禍 保健師になりました。」、テレビ朝日「村長サミッ
ト～こんな村イイネ～」、NHK Eテレ「オイコノミア」など担当。

javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnPrint','')
javascript:
javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnClose','')


講義名 業界特別講座

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 佐野　僚

岡村　勝

植木　思衣名

到達目標

★音楽ビジネスに関わる様々な職種を理解する

★現場スタッフから実際の業務内容など学び、理解し、就職に対する意識を高める
★音楽業界への向上心を高める

授業概要

「音楽ビジネスに関わる仕事」と一口に言っても、レコード会社、音楽出版社、音楽プロダクション会社、プロ
モーター、音楽雑誌出版社等、幅広く様々な職種があります。アーティストが注目される為には…、売上を伸ば
す為には…、コンサートでのお客の動員を増やすには…等、スタッフは経験や知恵を出し合い毎年数多くのアー

ティストを世に送り出しています。アーティストが活躍出来る場所を生み出しているのは各スタッフが役割を持
ち協力して成り立っているからです。この講座では、「情報の多さは即戦力にもなる」と言われる音楽ビジネス

で活躍している方達を招き“生の声”を聞く事で、自分の目指すべき仕事を再認識する為の講座です。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目

～第14回目　音楽ビジネスに携わるゲストの講義

（昨年度実績）
Eggs
ウドー音楽事務所

新木場GARDEN
PIKABON

スターミュージエンタテインメント
エイベックス・エンタテインメント
レコード会社や音楽プロダクション、ライブハウスなどが登壇予定

第15回目 レポート提出

評価方法 100点満点として、レポート提出70点、授業への参加意欲の平常点が30点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 ライブスポットリサーチ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 佐野　僚

到達目標
★コンサート開催までの必要な知識を身に付ける
★各会場の特質や特徴を理解する
★コンサートに関わるスタッフの仕事内容を理解し、知識を習得する

授業概要

コンサートを開催するためには、企画力はもちろんのこと、予算書の組み立てや、チケットの販売方法、宣伝方
法、現場の運営などのスキルが必要になります。

コンサートを企画し開催するには、まず会場のことを知ること。
この授業内ではライブハウスやホール、アリーナ、スタジアムなどの会場の特徴や特質などを理解してもらいま
す。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 コンサートのスタッフについて

第3回目 コンサートプロモーターとコンサート制作の関係性

第4回目 コンサート開催に伴う注意事項、危険性、FAQ

第5回目 都内主要ライブハウスについて

第6回目 関東近郊のライブハウスについて

第7回目 コンサートホールについて①

第8回目 コンサートホールについて②

第9回目 アリーナについて①

第10回目 アリーナについて②

第11回目 野外イベントの開催について

第12回目 スタジアムについて①

第13回目 スタジアムについて②

第14回目 チケットの配券、予算書の組み立てについて

第15回目 課題レポート

評価方法 100点満点として、レポート提出70点、授業への参加意欲の平常点が30点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 MusicmanⅠ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 相田　篤考

到達目標
★今現在の音楽業界事情を理解する
★音楽理論の基礎を身につける
★作詞の基礎を身につける

授業概要

この講座は、音楽業界人としての基礎力を養う内容を凝縮したプログラムになっています。
基礎力というのはどんな世界、どんな分野の仕事にも必ず存在するものですから、言うまでもなく重要な内容で

す。社会人としての基礎力にも通じますから、たとえ音楽業界以外に進んだ人にとっても応用の効く内容を含ん
でいます。とはいえ音楽目線な授業ですから、希望する職種に関わらず、音楽好きなら誰でも楽しく学べる内容
です。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 音楽業界とは？①

第3回目 音楽業界とは？②

第4回目 楽器について（4 Rhythm）

第5回目 音符と休符、拍と拍子

第6回目 メジャースケールとマイナースケール

第7回目 コードについて

第8回目 楽譜の読み方

第9回目 作詞研究①

第10回目 作詞研究②

第11回目 作詞研究③

第12回目 プレゼンテーション

第13回目 未来予想図、ビジョンの描き方

第14回目 テスト対策講座

第15回目 まとめ

評価方法 100 点満点として、平常点 50 点、筆記試験 50 点で評価する。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 株式会社アスリート・ユナイテッド代表取締役／音楽プロデューサー
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講義名 マーケティング

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 齋藤　淳

到達目標
★マーケティングの基礎を学ぶ
★インターネットマーケティングを学ぶ
★ネットマーケティング検定の資格取得を目指す

授業概要

みなさんが日々、消費・利用している商品やサービスには様々なマーケティング活動がなされています。市場調
査、製品開発、価格戦略、広告展開などがこれにあたり、音楽業界やメディア業界においても様々なマーケティ

ング活動が実施されています。音楽ビジネスで売り上げを最大化するには？アーティストのWEBサイトを効果的
に運用するには？
前半はマーケティングの基礎知識や手法を学び、後半は「ネットマーケティング検定」の資格取得を目指し、

WEBサイトやECサイトの運用などのインターネットマーケティングを中心に学びます。

授業計画

回 内容

第1回目 マーケティングって何？

第2回目 調べてみたり分析したり

第3回目 お客様と競争相手について考えよう

第4回目 マーケティング基本戦略

第5回目 製品戦略を理解しよう

第6回目 価格戦略と流通戦略を理解しよう

第7回目 プロモーション戦略を理解しよう

第8回目 インターネットマーケティングとは？

第9回目 インターネット技術について理解しよう

第10回目 インターネットマーケティングの手法を理解しよう

第11回目 インターネット広告、販売について理解しよう

第12回目 効果の測定と外注管理、各種ポリシーについて理解しよう

第13回目 その他関連知識

第14回目 マーケティング＋α

第15回目 定期試験

評価方法 100点満点として、記述試験60点、課題の内容を加味した平常点40点で評価を行う。

参考書・教材
『ネットマーケティング検定公式テキスト インターネットマーケティング基礎編 第3版』

著者：株式会社ワールドエンブレム 藤井裕之　発行：株式会社インプレス

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール ビジネスプロデューサー
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講義名 アーティストマネージメント論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 菅原　英樹

到達目標
★マネージメントの仕事を理解する
★ディスカッションを通しコミュニケーション能力を身につける

授業概要

マネージメントとは何か？

多岐に渡り漠然としている仕事なだけに、説明と理解が難しい仕事だと思います。
この授業では楽しく学ぶ事を忘れず、よりマネージメントへの理解を深めていき個々のセンスを磨いていく授業

になります。
特別ゲストも呼べればと思っており、様々な視点からマネージメントを紐解いていこうと思います。

授業計画

回 内容

第1回目 オリエンテーション / マネージメントとは？

第2回目 マネージメントの仕事内容を掘り下げてみよう！

第3回目 スケジュール管理、送迎、営業、媒体交渉、ギャラ交渉等について

第4回目 レーベル、LIVE、ファンクラブ、GOODSについて

第5回目 マネージメントと他業種との関係について

第6回目 アーティストプロフィール作成をしてみよう！

第7回目 新人発掘、アーティスト戦略について

第8回目 予算の組み方について

第9回目 企画・LIVE戦略・照明について

第10回目 マネージメントの行先は？

第11回目 好きなアーティストのプレゼン1

第12回目 好きなアーティストのプレゼン2

第13回目 特別授業1

第14回目 特別授業2

第15回目 自分の好きなアーティストの1年間計画 / 発表&レポート提出

評価方法
講義全体を100点満点採点する。
授業意欲60点

レポート40点

参考書・教材 特になし

備考 特に無し

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール
株式会社グッデイ

マネージメント / 新人開発
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講義名 就職講座Ⅰ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 沼尾　悠太

到達目標
★自分の良いところや頑張ってきたことを整理する
★働く意義や目的を考える
★就職に必要な履歴書が作成できるようにする

授業概要

就職活動というドラマの登場人物は、自分（あなた）と相手（企業）しか出てきません。まずは、自分の良いと
ころや頑張ってきたことなどが、きちんと相手に伝わるように整理してみましょう。また、就職＝働くというこ

とはどんな意味があるのでしょうか。お金のため？生活のため？もちろんそれも大切です。好きなことをした
い。自分の興味のあることを仕事にしたい。それも重要なことかも知れません。でも、そこには必ず他者（働く
仲間やお客さま）の存在があります。就職に限らず、社会人として世の中に出るためには、この周囲の人々との

関わりの中で、いかに自分らしく生きていくかが大切なのです。そのためにはどうしたらよいか、それを一緒に
考えていきましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス／就職講座授業履修の注意点

第2回目 自己理解① 私ってどんな人?

第3回目 自己理解② 自分を知る手がかり

第4回目 自己理解③ 過去を振り返ろう!

第5回目 自己理解④ なぜ働くの?

第6回目 仕事理解① ケーススタディで学ぶ実際の仕事

第7回目 仕事選択～未来に向けて① 模擬店を出そう!

第8回目 仕事選択～未来に向けて② キャリア・プラン

第9回目
履歴書の作成① 履歴書左側を書いてみる
～自分の経歴を整理する

第10回目
履歴書の作成② 自分の頑張ったこと探し

（自己PRの洗い出し）

第11回目
履歴書の作成③「自己PR」「趣味・特技」
「PCアプリケーション及び機材の使用経験」

「自由記入欄」の記入の仕方

第12回目 履歴書の作成④ 課題作成①

第13回目 履歴書の作成⑤ 課題作成②

第14回目 履歴書の作成⑥ 課題作成③

第15回目 電話のかけ方、送り状、メールについて社会人のマナー／アルバイト応募について

評価方法 100点満点として、授業への参加意欲を60点、課題提出を40点として評価する。

参考書・教材 『未来ノート／就職活動の手引き』

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 就職講座Ⅱ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 沼尾　悠太

到達目標
★働くために必要な労働法を学ぶ
★業界研究や職種研究、企業研究を行い、志望企業に対する履歴書を完成させる
★求人票の見方や応募方法を学び、面接対策や社会人基礎力を身に着ける

授業概要

就職活動というと、闇雲に履歴書を書くイメージがありますが、就職活動で重要なのは情報収集です。
業界研究や企業研究をして、あこがれだけではない志望動機の作成を行います。また、労働法の学習をして、求

人票の記載条件が正しく理解できるようにします。さらには企業訪問や面接対策など、実際の就職活動に必要な
知識を習得していきます。この授業では、半年後に迫った就職活動をスタートさせるために必要なノウハウを、
しっかり身に着けて、それを活かしながら2年次にスタートダッシュがきれるように準備していきます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス/就職情報サイトの使用方法説明

第2回目 業界研究・企業研究・企業研究について

第3回目 労働法を学ぼう

第4回目 求人票の見方と給与、福利厚生

第5回目 企業研究（実践編）/企業研究ノートの作成

第6回目 志望動機の作成

第7回目 面接対策① 就職活動の面接対策（基本編）

第8回目 面接対策② 面接で聞かれる質問33

第9回目 面接対策③ WEB面接の注意点・最終面接で聞かれる質問

第10回目 筆記試験の種類と対策/作文試験について

第11回目 企業へのアプローチ

第12回目 就職活動のプロセスと考え方

第13回目 今後の就職活動に向けて ～志望企業に辿り着くための考え方～

第14回目 履歴書の全面作成①

第15回目 履歴書の全面作成②

評価方法 100点満点として、授業への参加意欲を40点、課題提出を60点として評価する。

参考書・教材 『就職活動の手引き』

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 特別講座Ⅰ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 通年 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 佐野　僚

到達目標
★エンターテインメントにおける、最先端の技術やスキルを習得する
★実際の公演（コンサートやミュージカルなど）を観る事で、自身の可能性や感性を広げていく
★目指す仕事への意識を高める

授業概要
年間を通じて開講される特別授業です。
実際のコンサートやミュージカルの観覧、現役エンジニアやスタッフによるセミナーなど、エンターテインメン

トの分野に関わる内容で実施されます。

授業計画

回 内容

第1回目

履修登録から成績認定までの流れ
① 参加する

自分の好奇心が必要です。興味を刺激して様々なものに参加してみましょう。
・体験…コンサート、ミュージカルの鑑賞（学校を通しての要予約・定員あり）
・学ぶ…様々な『音』に関する職種を知り、聞き出す（学校を通しての要予約・定員あり）

・動く…自分で鑑賞や体験ものの企画を立てる（チケットが存在するもののみ可）
② 報告書にまとめる

「いつ、どこで、何を見て、感じ、今後に生かすか」を自分の言葉でまとめてみましょう。就職したら求められる「報告・連
絡・相談」のシミュレーションも兼ねています。
③ 成績認定に関して

1回の参加からレポート提出で最高10ポイントが与えられます。
100 ～ 85ポイント A / 84 ～ 70ポイント B / 69 ～ 60ポイント C / 59 ～ 50ポイント D

49ポイント以下はF評価となり、時間数の取得はできません。
※提出〆切の遅れや書類不備、欠席などはポイント減点の対象となります。
また、個々に参加するイベントも異なる可能性があるため、自分が参加したものと点数の管理が求められます。

この科目に関する連絡は掲示を通して行います。また、質問や相談があれば清水橋校舎・職員室を訪ねてください。

評価方法 レポート／内容の理解度・習得意欲等の平常点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 J-POP&邦ロック史

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 尾谷　幸憲

到達目標
★日本のポピュラーミュージック（特にJ-POPと邦ロック）について体系的に身につける。
★日本で起きた音楽ムーブメントと、その中心にいたアーティスト群を理解する。
★ムーブメントの裏で、レコード会社や事務所がどのように関わっていたかを理解する。

授業概要

・日本の音楽（中でも「J-POP」や「邦ロック」）がどのように発展してきたかを体系的に学ぶ授業です。
1970年代以降の我が国の音楽ブーム、そのブームを代表するアーティストの映像・音源を聴きながら、それぞれ

の音楽ジャンルの成り立ち、代表アーティストのエピソード等を講義します。
・音楽ブームの裏にはレコード会社や事務所（マネージメント）のプロデュース、仕掛けが大きく作用していま
す。音楽そのもの、アーティストそのものだけでなく、マネージメント側の状況も解説することで、日本の音楽

業界の「大きなうねり」を紐解いていくのもこの講義のひとつのポイントです。
・また、担当講師の尾谷は現役でメディアの仕事をしています。受講生の希望によっては「音楽メディア業界に

ついて」「アーティストのインタビューのやり方」などを講義に盛り込む予定です。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 '60s 日本のポピュラーミュージックはビートルズ来日からはじまった〜グループサウンズの隆盛

第3回目 '70s はっぴいえんどと日本語のロック創世記（細野晴臣、大滝詠一、松本隆）

第4回目 '70s フォークソングの時代。ミュージシャンがレコード会社を創立

第5回目 '70s 歌謡曲とアイドル・ブーム

第6回目 '80s ニューミュージック〜シティポップとは何か？

第7回目 '80s 80年代バンドブームと原宿

第8回目 '80s メタルvsパンク

第9回目 '90s J-POP誕生（ビーイング他）

第10回目 '90s 小室サウンドとエイベックス

第11回目 '90s 渋谷系とは何だったのか？

第12回目 '90s J-Hiphop〜J-R&Bへ（ガラケー対応サウンドの登場）

第13回目 '00s ボカロとニコニコ動画

第14回目 '10s アイドル再ブームはなぜ起こった？

第15回目 '10s　フェスの隆盛と邦ロックの進化

評価方法 100点満点中、平常60点、試験（レポート）40点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール ライター、エディター、キャスティングプロデューサー
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講義名 音楽理論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 河合　良彦

到達目標
★音楽的一般教養を理解、習得する
★記譜に関する事項を理解、習得する
★リズム表記の基本を理解、習得する

授業概要

音楽関係の仕事を志す人たちの為の一般教養的な楽典の講座です。楽典とは楽譜上での約束事やその仕組み、読
み取り方などをまとめたもの（≒理論）です。作・編曲家が主に譜面を書くわけですが、その譜面から情報

（作・編曲家の意図）を読み取るのはミュージシャンやエンジニアだけの仕事ではありません。譜面は、音楽を
作り上げていく上で大変重要な地図であり、音楽ディレクターからA&R、マネージャー、ローディー、ライブ・
スタッフ、映像制作まで、楽曲制作の現場だけでなく、ライブも含むあらゆるセクションの人たちの指針となっ

ています。この知識があるとないとでは、自身の活躍できる現場の数や役割も大いに変わってきますし、本講座
で教える基礎レベルの楽典（譜面）だけでも十分現場で役に立ちます。また、音楽を聴く際にも楽典の知識があ

ることで、新たな発見があるはず。これから音楽業界へ羽ばたいていく皆さんが知っておいて損のない内容とな
りますので、ぜひトライしてみてください。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 五線、音楽記号、音名、変化記号（臨時記号）、異名同音①

第3回目 五線、音楽記号、音名、変化記号（臨時記号）、異名同音②

第4回目 調（key signature）

第5回目 音符・休符、小節線、拍子記号

第6回目 拍子とビート（実際の音源によるリズムのいろいろ）

第7回目 拍子に沿ったリズムの表記

第8回目 リズム表記のバリエーション①

第9回目 リズム表記のバリエーション②

第10回目 リズムの聴き取りと採譜等①

第11回目 リズムの聴き取りと採譜等②

第12回目 リズムの聴き取りと採譜等③

第13回目 デモテスト

第14回目 デモテスト返却・解説

第15回目 テスト

評価方法 100点満点として、記述試験70点ほどと・参加意欲を含めた平常点30点ほどで評価を行う。

参考書・教材 テキスト、課題曲譜面等を適宜配布

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール Core Creative代表／Producer／Director／Writer
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講義名 WindowsOffice入門

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 内野　麻由美

到達目標
★Wordを使用して文字入力、文字編集操作方法を習得する
★PowerPointを使用してプレゼン資料の作成方法を習得する
★Excelを使用して計算式の入力・グラフの作成・データベース機能を習得する

授業概要
ビジネス文書、企画書、決算書、プレゼン資料など書類の大部分はパソコンで作成します。業界は勿論、他業種
の企業においてもパソコンスキルは社会人として必須と言えます。この授業では、基本的な操作を修得し更に効

率よく作業ができる操作方法を解説していきます。毎回課題を作成しながらレベルアップしていきましょう！

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 Wordの基本操作・ファイル管理

第3回目 Wordのビジネス文書作成

第4回目 Wordの罫線・ページレイアウト

第5回目 Wordの図形描画・印刷

第6回目 Excelの基本操作

第7回目 Excelのグラフ作成・関数入力1

第8回目 Excelの関数入力2

第9回目 Excelのデータベース機能

第10回目 PowerPointの基本操作

第11回目 PowerPointのスライドの作成

第12回目 PowerPointの効果的なスライドの見せ方

第13回目 課題作成

第14回目 課題作成

第15回目 課題作成

評価方法 100点満点として、提出課題 90点、平常点 10点で評価を行う

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール インストラクター
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講義名 ビジネスマナー講座

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 大森　千枝

到達目標
★就職活動に生かせるビジネスマナーを習得する
★ロールプレイングやワークを通して円滑なコミュニケーションスキルを身に付ける
★社会に出るための心構えと自主性や協調性を養う

授業概要

この授業を通して、学生から社会人へと人生のステージが変わる中で必要な「社会人としての心構え」を養いま
す。

授業では、ロールプレイングやグループワークを実施し、頭で覚えるだけではなく、身に付けるところまでを目
的としています。スムースに就職活動を始められるだけではなく、その後も円滑に仕事を進めることができるよ
うビジネスマナーやコミュニケーションスキルを身に付けます。

授業計画

回 内容

第1回目 授業内容と目的、ビジネスマナーの五大要素

第2回目 人から好かれる第一印象とは（ノンバーバルコミュニケーション）

第3回目 良い人間関係を築くための傾聴力

第4回目 相手にわかりやすく伝わる話し方

第5回目 敬語の基本

第6回目 電話の受け方・かけ方

第7回目 敬語の応用（職場での言葉遣い）

第8回目 ビジネスメールの形式と書き方

第9回目 訪問のマナー・来客応対

第10回目 企業訪問のロールプレイング

第11回目 ビジネス文書の基本

第12回目 グループディスカッションの進め方

第13回目 就職対策マナーとオンライン面接の留意点

第14回目 期末テスト

第15回目 期末テストの解説と総まとめ

評価方法

平常点 30％：授業への参加度（ロールプレイングやワークへの参加度）

小テスト 30％：小テストを2回実施します（理解度チェックのため）。10点×３回
期末試験 40％：40点満点

参考書・教材
『好感度アップ　ビジネスマナー』
著者：トレランスアクト株式会社　発行：トレランスアクト株式会社

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール ビジネスマナー講師・英会話講師
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講義名 英会話

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 髙橋　祐子

到達目標
★英語のコミュニケーションを身につける
★日常生活や仕事で使える英語を学ぶ
★リスニングの力をアップさせる

授業概要

英語は言語であり、コニュニケーションのツールです。英会話を学ぶには、ただ単語や言い回しの暗記に苦しむ
作業をするのではなく、その表現の成り立ちや、その言い回しの後ろにある理屈も理解しながら楽しく学ぶこと

が、半年後のみなさんの、どんな英語の場面においても、上手に応用と対応が出来る思考力を培うことが出来る
ことでしょう。ゼロからのレッスンなので、英文法が苦手なかたでもご心配はありません。本当に使用する《生
きた英会話》を楽しく学び、【英語を話す】のではなく、【英語で話す】を目標に、レベルアップしていきまし

ょう！

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス・自己紹介etc.

第2回目 基本の挨拶・丁寧な挨拶・ちょっとしたお礼の表現

第3回目 英語で話しかける・何かお願いする時の便利な表現

第4回目 空港で使える英会話フレーズあれこれ

第5回目 バニラフラペチーノホイップ多めヴェンティサイズ注文

第6回目 洋服を試着して色違いやサイズ違いを聞いてみよう

第7回目 レストランで眺めの良い席にしてもらいたい時には

第8回目 電話で喋ろう

第9回目 英語で道案内

第10回目 褒める・心からのお礼・やんわり断る・ガッツリ断る

第11回目 自分が具合の悪い時＆体調悪い人への声のかけ方

第12回目 一杯飲みに誘ってみよう

第13回目 英会話の締めくくり具合と、様々な［さようなら］表現

第14回目 ドルに両替

第15回目 自分のこと、日本のこと、夢について英語で語ろう

評価方法 100点、参加意欲を加味した授業に対する忠実度を含めた平均点50％、オーラルテスト50％

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール ミュージカル女優・歌手・英語講師

javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnPrint','')
javascript:
javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnClose','')


講義名 アニメ音楽史

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 澄川　龍一

到達目標
★60年以上にわたるアニメーションにおける音楽の歴史を学ぶ
★アニメ音楽の観点から日本の音楽の歴史を学ぶ
★現在の音楽シーンの動きを、アニメ音楽の視点から学び、今後のシーンの動向を考える

授業概要

今から60年前の1963年に放送された初の国産TVアニメ「鉄腕アトム」以降、日本のアニメと音楽は日進月歩で成
長を遂げ、現在は日本のみならず、世界中でさまざまな層に支持される一大カルチャーへと発展しました。なか

でも近年はアニメ音楽＝アニソンは、現代音楽シーンにおいてもさまざまなサブカルチャーと交流して、現在シ
ーンの中心となる興味深い進化を遂げています。その進化の過程を各年代、ジャンルなどトピックごとに分け、
アニソンがどのようにして発展を遂げてきたのかを解説します。そこから現代音楽シーン、また2020年代の音楽

シーンの動向を伺っていきます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス／現代アニソンの現在地

第2回目 1960-70年代／アニメ音楽のあけぼの

第3回目 1980年代／アニメ新世紀宣言

第4回目 1990年代／アニソンと声優文化のニューウェイヴ1

第5回目 1990年代／アニソンと声優文化のニューウェイヴ2

第6回目 2000年代／現代アニソンの勃興1

第7回目 2000年代／現代アニソンの勃興2

第8回目 2010年代／新世代のアニソン

第9回目 2010年代／ネットミュージックの歴史

第10回目 レーベルとクリエイター

第11回目 アニソンライブの歴史

第12回目 ゲーム音楽とアニソン

第13回目 アニメ音楽における劇伴

第14回目 2020年代のアニソン

第15回目 おわりに

評価方法
平常点を70点（簡単な授業の感想提出を希望）、最終講義でのレポート（アニメアーティスト・楽曲のレビュー
を予定）提出を30点とし、合計点数で成績評価する。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール アニメ音楽ライター
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講義名 卒業制作

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 通年 講義区分 実習

時間 180.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 佐野　僚

岡村　勝

植木　思衣名

到達目標

★音楽ビジネスの業務を経験する

★ライブ制作・マネージメント・ファンクラブや出版など、
音楽ビジネスに関わる知識を身に付け、実施する

★音楽業界人になる心構えを作る

授業概要

【ライブ制作チーム】【A&Rチーム】【コンテンツ制作チーム】の3チーム構成で
活動をしていきます。

■ライブ制作チーム

企画立案・ブッキング・予算・会場下見・各種資料の作成、イベントスタッフ打ち合わせをなど、
本番日に向けた活動が中心となります

■A&Rチーム
新人アーティストの発掘～レコーディング、CD制作に向けた活動が中心となります

■コンテンツ制作チーム
冊子・CDジャケット・動画制作・SNS運営など、企画や作品作りなどの活動が中心となります

1年次に身につけたスキルを2年次の卒業制作で学習成果を発揮していきましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目

～第14回目
グループ決定以降は、班ごとの作業となる為、情報共有を徹底すること
班ごとに、ミーティングを実施し、必要資料や書類をまとめ、それぞれの作品創りや目標に向けて活動を行う業界への意識

を高め、積極的に取り組みをする
進行状況により、授業時間外の活動も実施致します。

第15回目 各班、中間報告プレゼンテーション

第16回目

後期初回～第29回目
班ごとに、ミーティングを実施し、必要資料や書類をまとめ、それぞれの作品創りや目標に向けて活動を行う業界への意識

を高め、積極的に取り組みをする
進行状況により、授業時間外の活動も実施致します。

第30回目 各班、最終報告プレゼンテーション

評価方法
100点満点として、提出物（レポート、各資料）40点・技術の習得度30点・授業への参加意欲の平常点が30点で
評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 Webコンテンツ制作Ⅱ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 実習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 吉田　光利

到達目標
★ホームページをゼロから立ち上げられるようにする
★WordPressの基礎的な機能を使ったwebサイトが作れるようになる

授業概要

ある日、「ホームページを作ってほしい」と言われたとき、迅速かつ本格的な運用に耐えうるサイトを制作する

ことはできますか？
この授業では、世界標準で使用されているCMSツール「WordPress」を使って機能、デザインのカスタマイズ方法

を学びながら、ターゲットやマーケットを考えたサイトを設計・構築していきます。
1年次に学習した「HTML」「CSS」を活かして、スタイリッシュなサイトが作れるよう頑張っていきましょう！

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 WordPress の使い方①

第3回目 WordPress の使い方②

第4回目 WordPress の使い方③

第5回目 サイトの設計①

第6回目 サイトの設計②

第7回目 デザインする①

第8回目 デザインする②

第9回目 デザインする③

第10回目 コーディング①

第11回目 コーディング②

第12回目 コーディング③

第13回目 コーディング④

第14回目 サーバーアップロード（公開）

第15回目 まとめ（運用、マーケティング）

評価方法 課題作成 40点、技術の習得度 30点、授業参加意欲 30点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール フルスタックエンジニア
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講義名 MusicmanⅡ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 相田　篤考

到達目標
★相対音感を習得する
★状況に応じた判断力を身につける
★コミュニケーション力を身につける

授業概要

「音楽を作る」。こんな夢のある仕事が出来たらいいですよね。そんなプロデューサーやディレクターと呼ばれ
る人を何か特別な存在に感じるかも知れません。でもそんなことは全くありません、誰にでもなれるチャンスは

あります。しかしその為に習得しなければならない技術や知識もたくさんあります。この授業ではレコーディン
グ実習を通し、経験の積み重ねからケーススタディしてもらいますが、それは必ずしも音楽的なものばかりでは
なく、周りとうまくコミュニケーションをとらなければならない場面が数多く出てきます。

でも大丈夫。私が長い年月で経験してきたもの全てを伝授します。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 Pitchについて、イヤートレーニング①

第3回目 ディレクターの役割とコミュニケーション術

第4回目 イヤートレーニング②

第5回目 楽譜の読み方、イヤートレーニング③

第6回目 イヤートレーニング④

第7回目 ディレクション演習①Drums & Bass REC

第8回目 ディレクション演習②Gt REC

第9回目 ディレクション演習③Vocal REC（ゲスト）

第10回目 Chorusアレンジについて

第11回目 ディレクション演習④Vocal REC（ゲスト）

第12回目 ディレクション演習⑤Chorus REC（ゲスト）

第13回目 ディレクション演習⑥Mix DOWN

第14回目 テスト対策講座

第15回目 まとめ

評価方法 100点満点として、平常点50点、筆記試験50点で評価する。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 株式会社アスリート・ユナイテッド代表取締役／音楽プロデューサー
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講義名 アートディレクション＆デザイン

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 吉田　憲正

到達目標
★デザインのポイントを理解し、ディレクションできるようになる
★CDパッケージをデザインし、ケースにセットしモックアップを完成させる

授業概要

１年時に習得した技術をベースに、ビジュアル商品（マキシシングル）のパッケージを作成

ディレクション（スタジオ撮影、イラスト、タイポグラフィー）からデザイン落とし込み〜印刷までの流れと知
識とテクニックを身につけます。

各自フィニッシュした作品をセットアップまで行います。
細かな作業が多いですが粘り強く最終イメージまでフィニッシュしましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 オリエンテーション　これからの授業について

第2回目 コンセプト出し（自分の作品コンセプトを決める）

第3回目 コンセプト資料（撮影ラフもしくはデザインラフ）クライアント提出を想定して作成

第4回目 ディレクションについて〜素材収集：撮影の仕方やイラストディレクションなどレクチャー

第5回目
ロゴ、写真加工、イラスト表現、色彩についてガイダンス後
イラストレーター、フォトショップで表紙ラフ作成

第6回目 ５回目で作成したベースを元に表紙バリエーション作成５点

第7回目 バリエーションより１点チョイスして他パーツへの展開

第8回目 他パーツへの展開2 ここで表紙は作り込む

第9回目 ブックレット、レーベル面完成

第10回目

表紙をリテイクしてより良く見せる方法または全く別発想がないか（クライアントにより初回アイデアが変更になる場合も

あるので）
一度コンセプト全体見直ししてフィニッシュ

第11回目 配信用ジャケット作成　表紙のリデザイン　

第12回目 デジタルポスター制作

第13回目 架空のツアーを想定してグッズ作成

第14回目 校正作業　仮印刷をして修正〜フィニッシュ

第15回目 入稿データ作成、セットアップ　入稿データ作成し本刷りをしてCDケースにセットして提出

評価方法

作品提出（50点）のほか、

①平面・色彩構成、②表現・提案、③テクニカルスキル、④管理・調整、⑤情報整理・分析、⑥コミュニケーシ
ョン能力、授業参加意欲
上述した項目（50点）が達成できたか評価します。

参考書・教材
『Illustrator＆Photoshopデザインの作り方 アイデア図鑑』
著者：上司ニシグチ他　発行：SBクリエイティブ株式会社

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

アート・ディレクター、グラフィック・デザイナー、
イラストレーター、カメラマン

--------------------------------------------------------
詳細はHPをご確認下さい。

http://abundance1998.com/
--------------------------------------------------------
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講義名 ミュージックビデオ制作

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 山本　淳一

到達目標
★クリエイティブセンスのスキルを向上する
★チームワークの育成と大切さを理解する。
★モノ創りにおけるうえでの段取りの重要性を認知する。

授業概要

ミュージックプロモーションの映像作品を作る授業です。多少のルールは有りますが、そのルールを守りながら
みなさんの思うままの作品を作ってください。制作チームを組んで、みんなで企画を練り、準備をして撮影する

事で、モノを作るうえでのチームワークや段取りの重要性や楽しさを学び体験してください。半年後、作品が完
成した時にクリエイターとしての感動、達成感を味わってください。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス 過去の作品の上映

第2回目 グループ作り、企画会議

第3回目 企画会議、企画書コンテの書き方

第4回目 企画会議、企画書コンテの書き方

第5回目 企画会議、企画書コンテの書き方

第6回目 企画会議、企画書コンテの書き方

第7回目 撮影

第8回目 撮影

第9回目 撮影

第10回目 撮影

第11回目 編集

第12回目 編集

第13回目 編集

第14回目 編集

第15回目 作品発表上映会

評価方法 作品提出 (40点 )+ 授業への参加意欲の平常点(50点 )+ 努力点 (10点 ) = 100 点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 映画監督
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講義名 音楽著作権

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 原　一博

到達目標 ★音楽ビジネスに関わるために必要な著作権の基礎知識を身につける

授業概要
音楽を取り巻く技術は日々変化し、音楽の利用形態も多岐にわたります。
それに伴い新たな権利の運用方法や作品・作家の保護も同時に考えなければなりません。

今回は音楽業界で働くために必要な音楽著作権の基礎を習得できるように、実例も交えながら解説を行います。

授業計画

回 内容

第1回目 音楽出版ビジネスとは？

第2回目 レコード会社の役割

第3回目 プロダクションの役割

第4回目 JASRACとNexTone

第5回目 音楽出版社の役割

第6回目 替え歌と著作者人格権

第7回目 カバーソングと編曲権

第8回目 放送と音楽著作権

第9回目 実演家と二次使用料

第10回目 レコード製作者と二次使用料

第11回目 CM音楽と著作権

第12回目 映画音楽と著作権

第13回目 カラオケと著作権

第14回目 ライブ演奏と著作権

第15回目 音楽配信と著作権

評価方法
出席状況を加味した授業参加意欲、平常点。授業後の質問や感想など総合的に考慮する。定期テストは実施せ
ず。

参考書・教材
『よくわかる音楽著作権ビジネス 基礎編 6th Edition』
著者：安藤和宏　発行：株式会社リットーミュージック

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

1970年大阪生まれ。関西学院大学法学部を卒業後、雑誌編集者を経て、関西テレビの音楽出版社、株式会社メデ

ィアプルポに入社。主にゴールデンタイムのドラマ主題歌の権利交渉・管理業務を担当するかたわら、多くの音
楽番組やライブイベントのプロデュースを手掛ける。その後、槇原敬之氏の所属マネジメント会社、株式会社ワ
ーズアンドミュージックの執行役員を経て、音楽事務所の著作権管理部長に就任。所属アーティストらの著作権

管理やレーベル運営にも携わる。一方で、現在は一橋大学大学院法学科ビジネスロー専攻の社会人大学院生とし
て、さらなる著作権の深耕に勤しむ。
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講義名 プロモーター論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 佐野　僚

岡村　勝

植木　思衣名

到達目標

★プロモーターの業務内容やライブ・エンタテインメントへの理解を深める

★進路選択の参考となる情報を習得する
★コンサートビジネスについて知識を高める

授業概要

コンサートを中心とするライブ・エンタテインメントに注目が高まる昨今、コンサートを企画・制作・運営する
プロモーターの役割がより重要になりました。同時に、プロモーターもコンサートに留まらない多様な事業を展
開しつつあります。

本講座では、各地よりプロモーターを招いて現場の視点を伝えるのに加え、プロモーターと密接に関連する各方
面からも講師を招き、プロモーターという仕事を多面的に解説します。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目

～第14回目　プロモーター各社、および関連業務に携わるゲストの講義
（昨年度実績）

一般社団法人コンサートプロモーターズ協会
リトルオアシス
ライブエグザム

クリエイティブマン
Zeppホールネットワーク（ZeppHaneda）

その他、レコード会社や音楽プロダクション、ライブハウスなどが登壇予定

第3回目 レポート提出

評価方法 100点満点として、レポート提出70点、授業への参加意欲の平常点が30点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無

javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnPrint','')
javascript:
javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnClose','')


講義名 オリコン講座

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ オリコン(名畑)

岡村　勝

植木　思衣名

到達目標

★「オリコン」という会社、及びそのブランドについて知る

★音楽をはじめとするエンタテインメント産業及びその周辺で何が起こっているかを知る
★WEBビジネスにおける最新動向と、今後の進化の方向性を知る

授業概要

オリコンは音楽、その他エンタテインメント全般、更には「顧客満足度」という視点におけるランキングやニュ
ース等を提供している企業グループです。オリコンが発信するランキング情報やニュースはTV、新聞、WEB等を
通じて社会全般からの信頼をいただいております。その根幹にあるのは「ファクト - 事実 - を情報化する」と

いう理念です。オリコンの様々な事業の責任者から、普段、皆さんが目にするニュース等の情報サービスがどの
ように作られ、提供されているかについてお話させていただきながら、どのような創意工夫をしているか、ま

た、特にWEB、SNS等における最新のトレンドや今後の展望についてご理解いただく機会となります。

授業計画

回 内容

第1回目 【ガイダンス】オリコングループ概要

第2回目 オリコンランキング解説（仕組みと歴史）

第3回目 ブランディングについて（オリコンをテーマとして）

第4回目 オリコンにおける広報業務について

第5回目 You Tube 登録者174万人　メディアにおける動画活用

第6回目 ORICON NEWSのコンテンツ戦略

第7回目 WEBメディアのマネタイズについて

第8回目 WEBメディアを支えるIT活用法

第9回目 デジタル音楽の歴史と未来

第10回目 「オリコンモニターリサーチ」の役割

第11回目 オーディション（新人開発）の重要性とデビュー

第12回目 エンタメ速報No.1　ニュース社の取り組み

第13回目 「オリコン顧客満足度」とは？

第14回目 いま、メディアが求める広報（PR）活動とは？

第15回目 【総括】コロナ禍の中でのエンタメ業界動向/質疑応答

評価方法 100点満点として、レポート提出70点、授業への参加意欲の平常点が30点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール ランキングをはじめとする音楽情報サービスなどを提供する日本の企業グループの持株会社である。
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講義名 エンターテインメント業界Ⅰ

(副題) 2F

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 岡村　勝

到達目標
★近年主流になりつつある、少人数で制作されるコンテンツについて実習を交えて学習する
★「クリエイター側の気持ちを理解する」ことで、より円滑な制作に関するコミュニケーションを習得する
★業界の現状と今後の展開を考える

授業概要

VOCALOIDブームから始まり、近年ではYouTuberが人気になるなど、ここ10年ほどでエンターテインメント業界は
従来型の「大きなプロダクションで制作する大規模コンテンツ」に対して「個人(または少人数)で制作するコン

テンツ」が台頭し、二極化が顕著になってきています。
また、前者に携わる人間も、最近では後者ベースの活動からステップアップするケースも増えました。
この授業では、実際の制作実習をメインとしつつ、こういったエンターテインメント業界で実際に活動するクリ

エイター側の視点で、その制作工程や苦労、利点や注意点を解説していきます。

授業計画

回 内容

第1回目 講義概論

第2回目 音楽・音響制作①（DAWなどの操作方法）

第3回目 音楽・音響制作②（楽曲の打ち込み）

第4回目 音楽・音響制作③

第5回目 音楽・音響制作④

第6回目 音楽・音響制作⑤

第7回目 音楽・音響制作⑥（提出）

第8回目 映像制作①

第9回目 映像制作②

第10回目 映像制作③

第11回目 映像制作④

第12回目 映像制作⑤

第13回目 映像制作⑥

第14回目 映像制作⑦

第15回目 映像制作⑧（提出）

評価方法 100点満点として、課題35点・技術の習得度35点・平常点30点として評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 エンターテインメント業界Ⅱ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 岡村　勝

到達目標
★近年主流になりつつある、少人数で制作されるコンテンツについて実習を交えて学習する
★「クリエイター側の気持ちを理解する」ことで、より円滑な制作に関するコミュニケーションを習得する
★業界の現状と今後の展開を考える

授業概要

VOCALOIDブームから始まり、近年ではYouTuberが人気になるなど、ここ10年ほどでエンターテインメント業界は
従来型の「大きなプロダクションで制作する大規模コンテンツ」に対して「個人(または少人数)で制作するコン

テンツ」が台頭し、二極化が顕著になってきています。
また、前者に携わる人間も、最近では後者ベースの活動からステップアップするケースも増えました。
この授業では、実際の制作実習をメインとしつつ、こういったエンターテインメント業界で実際に活動するクリ

エイター側の視点で、その制作工程や苦労、利点や注意点を解説していきます。
エンターテインメント業界Ⅰで学んだことを活かし、Ⅱではステップアップした制作ができるよう目指します。

授業計画

回 内容

第1回目 講義概論・グループ分け

第2回目 制作内容決め

第3回目 キャッチコピー

第4回目 企画内容発表

第5回目 楽曲制作①

第6回目 楽曲制作②

第7回目 楽曲制作③

第8回目 楽曲制作④

第9回目 楽曲制作⑤

第10回目 映像制作①

第11回目 映像制作②

第12回目 映像制作③

第13回目 映像制作④

第14回目 映像制作⑤

第15回目 発表

評価方法 100点満点として、課題35点・技術の習得度35点・平常点30点として評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 ファンクラブビジネス

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 植木　思衣名

到達目標
★ファンクラブ組織と仕事内容を理解する
★満足できるサービス内容を企画、運営できる力をつける
★アーティストとファンとスタッフ、各目線で音楽ビジネスを考える力を養う

授業概要

好きなアーティストを応援する形はいろいろあります。ファンクラブに入会し会費を納め応援すること。ライブ
のチケットを購入すること。グッズを買い、売り上げで貢献すること、など。そこには必ずお金が発生します。

好きという気持ちと、その対価としていただく「お金」を、ファンクラブサービス、アーティストグッズ等で良
いもの・良いサービスを提供しないといけません。ファンクラブスタッフはアーティストとファンの架け橋の存
在として何が出来るのか。仕事内容を理解し、モノづくりの楽しさとやりがいを見つけながらアーティストの支

えになる知識を習得していきましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 ファンクラブ組織について　役割、概要

第3回目 会費の内訳　会費に見合うサービス提供を考える

第4回目 ファンクラブの仕事① 会員管理、個人情報保護

第5回目 ファンクラブの仕事② チケット先行受付、情報解禁の重要性

第6回目 ファンクラブの仕事③ 会報作成（台割、企画と写真やテキスト準備）

第7回目 会報を企画、レイアウトしてみよう

第8回目 ファンクラブの仕事④　ファンクラブイベント、旅行の企画

第9回目 ファンクラブイベントや旅行を企画してみよう

第10回目 ファンクラブの仕事⑤ その他業務からファンとアーティストの架け橋の立場を考える

第11回目 グッズ制作について基礎知識①印刷物

第12回目 グッズ制作について基礎知識②布もの、その他

第13回目 ビジュアル撮影を伴う制作コーディネート(企画、スタッフ選定、撮影場所)

第14回目 グッズ販売(現場・通販)　売る側、買う側から考える

第15回目 まとめ　ファンクラブ・グッズ制作のやりがいとアーティストの評判・評価へ

評価方法 100点満点として、提出物（レポート、各資料）70点・授業への参加意欲の平常点が30点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 コンサート・イベント論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 木村　香保里

到達目標
★コンサート・イベントの過去と今を様々な角度から学ぶ
★コンサート・イベントの魅力を理解する
★魅力を発信する側になる為の発想力を身につける

授業概要

この授業では、コンサート・イベントの市場が拡大と多様化をしている現在、
コンサート・イベントがどのように発展してきたか、

そして今のコンサート・イベントが実際どのような環境にあり、
実際の現場ではどのような考えで魅力を発信しているかを理解してもらい、
今後、発信する側の人間になる為の発想力を身に着けてもらうこと、

そして、コンサート・イベントを制作する上で必要な基本的知識の習得を目的とし、
講師の現場経験を基に講義を行います。

授業計画

回 内容

第1回目 オリエンテーション

第2回目 日本のコンサートの歴史

第3回目 リハーサルについて

第4回目 資料作成(情報共有)について①

第5回目 資料作成(情報共有)について②

第6回目 コンサート輸入編

第7回目 コンサート輸出編

第8回目 コンサート・イベント 輸出編

第9回目 オーケストラを知ろう

第10回目 日本古来のライブ・イベントと今①

第11回目 日本古来のライブ・イベントと今②

第12回目 コンサート・イベント関連業務

第13回目 まとめ①

第14回目 まとめ②

第15回目 授業内レポート

評価方法 100点満点として、レポート課題と、授業への参加意欲で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

舞台監督・制作

2022年実績
ラブライブサンシャイン、Tokyo 7thシスターズ、中島由貴、ayasa、IDOLiSH7、KinKi Kids 他
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講義名 ミュージックシーン研究

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 梅木　康裕

岡村　勝

到達目標
★過去の音楽の流行を知り、未来の流行を探る
★ヒット曲が生まれた背景を知る

授業概要

日本のミュージックシーンは、時代と共に様々な流行、印象的なアーティストや楽曲を生み出してきました。そ
の変化と進化の課程を、各時代のヒット曲やチャート等の資料を基に、考慮し検証していきます。将来スタッフ

として働くうえでより深く理解する事で、今後のミュージックシーンを占う意味でも重要な要素のひとつになる
でしょう。
ブームのメカニズム。時代を代表する名曲の誕生秘話。各ジャンルでの分析。その他様々な疑問や興味深い

事柄を学んでいきます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 ミュージックシーン変遷①グループサウンズ

第3回目 ミュージックシーン変遷②フォークソング

第4回目 ミュージックシーン変遷③ニューミュージック

第5回目 ミュージックシーン変遷④シティポップ

第6回目 ミュージックシーン変遷⑤バンドブーム

第7回目 ミュージックシーン変遷⑥女性アイドル

第8回目 ミュージックシーン変遷⑦男性アイドル

第9回目 ミュージックシーン変遷⑧ジャニーズ

第10回目 ミュージックシーン変遷⑨Girl Pop

第11回目 ミュージックシーン変遷⑩CMソング～タイアップソングへⅠ

第12回目 ミュージックシーン変遷⑪CMソング～タイアップソングへⅡ

第13回目 ミュージックシーン変遷⑫ドラマタイアップ

第14回目 ミュージックシーン変遷⑬作家・作品から学ぶミュージックシーン

第15回目 まとめ

評価方法 講義全体を100点満点採点する。授業意欲20点。定期試験80点。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール エンタテインメントコーディネーター
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講義名 ザ・サウンドプロデューサーズ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 安藤　開

岡村　勝

到達目標
★プロデューサーへの自己のイメージと重ねあわせ、相違点を理解する。
★音楽と音響の知識を身につける。

★プロデューサーの個性と作業スタイルを理解、習得する。

授業概要

海外、国内のポップス、ロック界のトッププロデューサー、エンジニアプロデューサーをYouTube動画とトーク

で解説します。
18人のサウンドプロデューサーの何が？ヒット曲を導いたのか・・それぞれの制作スタイルからみなさんが未来
へのヒントを導いてください。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 ジョージ マーティン

第3回目 フィル スペクター

第4回目 フィル ラモーン

第5回目 坂本龍一

第6回目 クインシー ジョーンズ

第7回目 デビッド フォスター

第8回目 ナイル ロジャース、プリンス、ジャム＆ルイス

第9回目 フィル コリンズ、ピーター ガブリエル

第10回目 スティーブ リリーホワイト、ヒュー パジャム

第11回目 インディーズ セルフプロデュース

第12回目 ボブ ロック、トレバー フォーン

第13回目 佐久間 正英

第14回目 亀田 誠治

第15回目 おさらい、テスト

評価方法 100点満点として、記述試験50点、授業参加意欲50点で評価する。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

小学校5年生の放送委員・・・放送室でビートルズの「レット・イット・ビー」の見開きのアルバムの中にジョ
ン・レノンとオノ・ヨーコが大きなコンソールの前にいる写真を発見・・・放送室にある「この機材」よりでか

い、つまみだらけのこの1枚の写真が人生を決めた！録音技師（ミキサー）にあこがれを抱きレコーディングエ
ンジニアを目指し東京の音響の専門学校へ・・・そしてスタジオへ就職。涙と感動の修行アシスタント時代を経

てレコーディングエンジニアへ・・・
1992年東洋一と言われる（株）ソニーミュージックエンタテインメント信濃町スタジオ録音部を経て他スタジオ
にてデジタル48トラック時代にビンテージのアナログ16トラックヘッド導入やSSLコンソールのセンターにSHEP

HA&EQを16本マウントするなど斬新で個性的なスタジオ作りと迷いのないサウンドが評価される。設立プランナ
ーではソニーミュージックSD制作部レッスンルーム（東京市谷）、イニックレコーディングホステリー スタジ

オリニューアル（神奈川、藤沢）、ザックスタジオ（東京、神宮前）、ワタナベエンターテインメントカレッジ
レコーディング教室（東京、恵比寿）、エクセルキュースタジオ（東京、麻布）を手がけ、他プランニングアド
バイザー、運営コンサルティングで活動。

又、専門学校、ミュージックスクール講師として東京コミュニケーションアート専門学校、バンタン芸術学院、
ワタナベエンターテインメントカレッジ、東京スクールオブミュージック渋谷校で実技指導する。
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講義名 プロダクション＆ビジネス

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 都築　直義

到達目標
★音楽を「仕事」として捉えることを意識させる
★音楽業界で「仕事」をするために必要な「考える力」と「伝える力」を養う

授業概要

音楽業界においてプロダクションとは「事務所」のことを指しますが、この言葉はもともと「制作」や「制作会

社」という意味があり、その仕事はプロデュースやプロモーション、マネージメントなど多岐に渡ります。この
授業では実際の仕事としてのプロダクション（= 制作）を広範囲に捉え、その仕事をする上で身につけておくべ

き基本姿勢や考え方などを担当教員の経験を交えて伝えます。
また様々な制作事案について、自らがその当事者であったらどうするかを考えることで、音楽でビジネスをする
ためのセンスを養います。

授業計画

回 内容

第1回目 授業概要説明、自己紹介

第2回目 エンターテインメントとは？／音楽の仕事を再定義

第3回目 NYプロダクションの失敗談／制作に必要なこと

第4回目 失敗のその後／制作に必要なこと

第5回目 好きなアーティストをプレゼン／制作の基本

第6回目 人の意見を聞いてみよう／課題の振り返り

第7回目 アーティストは誰のもの？／制作の基本

第8回目 これからのマネージメント／実践としての制作

第9回目 ライヴ感って何？／実践としての制作

第10回目 あなたの好きな曲をプレゼン／実践としての制作

第11回目 答えは一つではない／課題の振り返り

第12回目 いつも考えていること（音源制作編）／制作の極意

第13回目 結局はお金と時間／制作の極意

第14回目 筆記試験

第15回目 現場で会いましょう／最後に伝えたいこと

評価方法 期末試験50点、授業課題30点、授業への参加意欲など平常点20点の計100点満点で評価を行います。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

音楽プロデューサー
(株)ジャニーズ出版、(株)パイオニア LDC(現ジェネオン・ユニバーサル・エンターテイメ ントジャパン)にて

原盤制作ディレクター、A&R などを務めた後、1999 年に音楽制作会社、 (有)ビーピーエムを設立。 制作者と
してのスタジオワーク、マネージメントはもとより、自らエンジニアリング、作編曲、 マニピュレートなども

手掛ける。
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講義名 デザイン概論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ まつばら　あつし

到達目標
★デザインに関する基本的な知識を身につける
★モノをつくる・表現するといった、クリエイターとしての心構えを身につける
★美意識をもって、モノをみることができるようにする

授業概要

そもそもデザインって何だ？という根源的な疑問から、ざっくりした歴史や、世の中に対してはたしてきた役割
などを解説しながらデザインをしてきた人たちを紹介。その実績をムービーなどを観ながら考えて行ければいい

なと思います。また、たくさんのモノを見て、「何を感じるか」「何を思いついたか」という事を考えたり、デ
ザインが世の中に果たしてきた役割を実感しながら、自分がこれから生きてゆくことに必要な「デザイン」につ
いて、疑問や問題点を知ったり解決して行けるような、そんな勉強をしていこうと考えています。

授業計画

回 内容

第1回目 今期の目標と授業の進め方などのレクチャー

第2回目 考え方やモノの捉え方の練習「モノをよくみること」

第3回目 デザインを観る・考えることの重要性「色のイロイロ」について

第4回目 デザインがもたらしたもの

第5回目 ユニバーサルデザインとその周辺（バリアフリーも含む）

第6回目 デザイン＆サウンドの「著作権について」

第7回目 CFやPVについてのアレコレ

第8回目 あらためてデザインのキホンとか

第9回目 日本語について（ポートフォリオや企画書、履歴書作成で注意すべき点など）

第10回目 アイコンとかピクトグラムの話

第11回目 ドコまでがデザイン？どこからがデザイン？

第12回目 温故知新＝知ることを知ろう！

第13回目 CFとかCMとか「伝える」シゴト

第14回目 デザインって結局ナンだ？

第15回目 デザイン概論としての最後のまとめ

評価方法
100点満点として、各回に提出してもらうプチ課題の作成で70点、授業参加意欲の平常点を30点として評価を行

う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

フリーランス

イラストレーター／デザイナー
アニメーション作家・動画制作「絵コンテ作成」「撮影＆編集」
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講義名 マネージャー実践講座

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 230shimada

到達目標
★エンタメ業界に必要な知識やスキルを身につける
★ワークショップ形式でコミュニケーション能力や先を読む力を身につける

授業概要

エンタテインメント業界で働きたいと思う全ての人に受けてほしい授業です。特にマネージャーはエンタメ界の

王様です。
芸能系、音楽系のアーティストにどうやって出会い、どうやって有名にしていくのか・・・。そのために必要な

知識やスキルを長年の経験をもとに実践を交え楽しく授業します。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス/マネージャーとは？

第2回目 マネージャーの仕事内容を知ろう

第3回目 知っていたら必ず役立つ知識

第4回目 トラブル対処法１

第5回目 企画力を養む①

第6回目 企画力を養む②

第7回目 ①②企画の発表

第8回目 スケジュールの作り方

第9回目 アーティストに関わる予算

第10回目 アーティストプロフィール作成

第11回目 営業・プレゼン練習/準備

第12回目 プレゼン発表

第13回目 宣伝方法について

第14回目 アーティスト戦略を考える

第15回目 レポート提出

評価方法 100点満点として、授業への参加意欲50点、習得度20点、課題作成30点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

株式会社DI-BOX代表。

230と書いてFUMIOです。2018年まで30年以上ソニーミュージックに在籍。
新人開発セクションにて様々なオーディションを企画立案し、
西野カナ、大塚愛、YUI、中島美嘉、加藤ミリヤ、清水翔太、ナオトインティライミなどのアーティスト、

土屋太鳳、蓮佛美沙子、橋本愛などの女優、
水瀬いのり、伊波杏樹、豊崎愛生（スフィア）、Hikaru（カラフィナ）などの声優アーティスト

を輩出したオーディションのプロデューサー
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講義名 動画制作・配信

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 近藤　哲樹

到達目標
★動画制作の基礎や機材知識を身につけ、動画を制作出来るようになる
★YouTube•YouTubeLive配信の基礎を身につける
★トーク番組やV-tuber•ゲーム実況•朗読劇などのYouTubeLive配信が出来るようになる

授業概要

コロナ禍の影響もあり、エンターテイメント業界もこれまでにない大きな変革期を迎えました。SNSでの動画プ
ロモ－ションはもちろん、コンサートや舞台・アイドルや声優のイベントといったものが無観客ライブ配信・オ

ンラインチケット販売展開されるようにもなりました。音楽制作者・舞台制作者・マネージャーといった職種に
おいても、今後必ず必須となるであろう［動画制作＆配信］を学んでいただきます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 動画制作の基礎・機材知識

第3回目 動画制作実習①

第4回目 動画制作実習②

第5回目 動画制作実習③

第6回目 YouTube・YouTubeLive配信基礎

第7回目 動画ライブ配信実習①（トーク番組）

第8回目 動画ライブ配信実習②（トーク番組）

第9回目 動画ライブ配信実習③（トーク番組）

第10回目 動画ライブ配信実習④（朗読劇）

第11回目 動画ライブ配信実習⑤（ゲーム実況）

第12回目 動画ライブ配信実習⑥（音楽ライブ）

第13回目 課題レポート①

第14回目 課題レポート②

第15回目 まとめ

評価方法 授業への参加意欲50点・提出物30点・実習時における積極性及び技術の習得度

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 株式会社ルートデザイン代表取締役／コンテンツプロデューサー・脚本家
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講義名 就職講座Ⅲ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 沼尾　悠太

到達目標
★入社試験から内定までの流れを理解する
★現場研修への心得や注意事項を学ぶ
★企業説明会を通じて多くのチャンスをものにできるようにする

授業概要

この就職講座Ⅲより授業としても本格的に就職活動が始まっていきます。皆さんが「就職内定」を勝ち取るまで
の道のりで数多くの企業と出会うことになります。この授業ではできる限り皆さんにとって有益な企業様をお招

きして企業説明会を実施、皆さんと企業様の出会いの場を提供していきます。どの企業様の説明も大事に、そし
て「興味を持って」聴講し、この授業から「就職内定」へと繋げてください。また、この授業では月末に月毎の
「就職活動状況報告書」も提出していただきます。就職活動は「報告」「連絡」「相談」がとても大事になりま

す。就職活動は一人で行うものではありません。困ったことがある際は先生たちに相談するなどして早期の就職
内定に繋げていきましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス／入社試験から内定までの流れ／就活用アドレスの作成

第2回目 企業説明会①

第3回目 企業説明会②

第4回目 面接対策と履歴書作成（就職セミナー準備）

第5回目 企業説明会③

第6回目 企業説明会④

第7回目 企業説明会⑤

第8回目 企業説明会⑥

第9回目 企業説明会⑦

第10回目 企業説明会⑧

第11回目 企業説明会⑨

第12回目 企業説明会⑩

第13回目 企業説明会⑪

第14回目 企業説明会⑫

第15回目 企業研修への注意事項と心構え／進路調査

評価方法 100点満点として、各回の授業レポート提出が50 点、「月末就職活動報告書」の提出を50 点として評価する。

参考書・教材 毎回配布する資料

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 就職講座Ⅳ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 沼尾　悠太

到達目標
★さまざまな職種の企業説明会を通じて多くのチャンスをものにする
★就職活動における自分の可能性を広げる
★授業を通じて立派な「社会人」を目指す

授業概要

この授業は企業説明会を中心に展開していきます。毎回異なる職種の企業説明会を聴講することで、みなさんが
職業選択における「視野」と「可能性」を広げてもらうことを目的としています。企業に興味を持ち、積極的に

行動することが内定の一番の近道です。また、「企業さまのお話し＝大人の話」を聞くことは、社会に出るため
に有意義なことだと考えています。そのため、「内定」「未内定」にかかわらず聴講することができます。ぜひ
一緒に考え悩みながら、内定を勝ち取り立派な「社会人」としての第一歩を踏み出しましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 企業説明会①

第3回目 企業説明会②

第4回目 企業説明会③

第5回目 企業説明会④

第6回目 企業説明会⑤

第7回目 企業説明会⑥

第8回目 企業説明会⑦

第9回目 企業説明会⑧

第10回目 企業説明会⑨

第11回目 企業説明会⑩

第12回目 企業説明会⑪

第13回目 企業説明会⑫

第14回目 企業説明会⑬

第15回目 租税教室～社会人になるために

評価方法 100点満点として、各回の授業レポート提出が50点、「月末就職活動報告書」の提出を50点として評価する。

参考書・教材 毎回配布する資料

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 特別講座Ⅱ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 通年 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 佐野　僚

到達目標
★エンターテインメントにおける、最先端の技術やスキルを習得する
★実際の公演（コンサートやミュージカルなど）を観る事で、自身の可能性や感性を広げていく
★目指す仕事への意識を高める

授業概要
年間を通じて開講される特別授業です。
実際のコンサートやミュージカルの観覧、現役エンジニアやスタッフによるセミナーなど、エンターテインメン

トの分野に関わる内容で実施されます。

授業計画

回 内容

第1回目

履修登録から成績認定までの流れ
① 参加する

自分の好奇心が必要です。興味を刺激して様々なものに参加してみましょう。
・体験…コンサート、ミュージカルの鑑賞（学校を通しての要予約・定員あり）
・学ぶ…様々な『音』に関する職種を知り、聞き出す（学校を通しての要予約・定員あり）

・動く…自分で鑑賞や体験ものの企画を立てる（チケットが存在するもののみ可）
② 報告書にまとめる

「いつ、どこで、何を見て、感じ、今後に生かすか」を自分の言葉でまとめてみましょう。就職したら求められる「報告・連
絡・相談」のシミュレーションも兼ねています。
③ 成績認定に関して

1回の参加からレポート提出で最高10ポイントが与えられます。
100 ～ 85ポイント A / 84 ～ 70ポイント B / 69 ～ 60ポイント C / 59 ～ 50ポイント D

49ポイント以下はF評価となり、時間数の取得はできません。
※提出〆切の遅れや書類不備、欠席などはポイント減点の対象となります。
また、個々に参加するイベントも異なる可能性があるため、自分が参加したものと点数の管理が求められます。

この科目に関する連絡は掲示を通して行います。また、質問や相談があれば清水橋校舎・職員室を訪ねてください。

評価方法 レポート／内容の理解度・習得意欲等の平常点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 スコアリーディング

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 渡辺　英一

到達目標
★音楽的一般教養を理解、習得する
★読譜に関する事項を理解、習得する
★ドラム譜（３点セット）における読譜力を理解、習得する

授業概要

本講座は「音楽理論」の続編にあたる講座で、主眼は「譜面上の様々な情報を理解し、リアルタイムに譜面を追
えるようになること」に置かれています。

譜面をある程度追えるようになるにはとにかく繰り返し作業が必須です。ですが、ただ闇雲にやっていても時間
ばかりかかってしまいます。
正しく情報を読み取るための的確な練習を重ね、将来の選択肢をさらに一つ増やすべくやっていこうと思ってい

ます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 反復記号、略記法

第3回目 リズム表記のバリエーション

第4回目 リズム表記のバリエーション

第5回目 リズムの聴き取りと採譜等

第6回目 リズムの聴き取りと採譜等

第7回目 リズムの聴き取りと採譜等

第8回目 リズムの聴き取りと採譜等

第9回目 読譜課題、テンポと演奏時間について

第10回目 読譜課題、テンポと演奏時間について

第11回目 Drs３点セットでのリズムの聴き取り

第12回目 Drs３点セットでのリズムの聴き取り

第13回目 デモテスト

第14回目 デモテスト返却・解説

第15回目 テスト

評価方法 100点満点として、記述試験70点ほどと・参加意欲を含めた平常点30点ほどで評価を行う。

参考書・教材 テキスト、課題曲譜面等を適宜配布

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール ギタリスト
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講義名 ポップスアナリーゼ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 河合　良彦

到達目標
★楽曲の仕組みを理解する
★楽曲制作のディレクションやプロデュースのヒントを修得する
★楽曲作品を自分の意見をまじえて解説できるようにする

授業概要

主にポピュラー音楽を素材に「その楽曲がどのような仕組みで成り立っているか」を分析し、自身が楽曲制作の
現場に携わったときに役立つ知識を身につける授業です。たとえば、時代のヒット曲を取り上げ、メロディはも

ちろん、歌詞の内容や表現方法、コード進行、リズム、楽器編成、アレンジなどから、なぜヒットに結びついた
のかを考察。それを、楽曲制作の現場で発言できるような、生きた知識を学んでいただけたらと思います。プロ
デューサーやディレクターはもちろん、A&Rやマネージャーにも役立ち、音楽を作る楽しさも分かるはずです。

当授業は、その時に旬な楽曲から聴いておくべき名曲までを題材に、その楽曲の内容を多面的に分析・研究して
いきます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目
～第14回目　その都度、旬な楽曲や往年の名曲をピックアップして、歌詞、メロディ、リズム、コード、コード進行、構
成、楽器編成、録音方法、などを分析・研究する

第15回目 まとめ

評価方法 100点満点として、記述試験40点、授業課題40点、平常点（授業参加意欲）20点で評価する

参考書・教材 プリント等

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール Core Creative代表／Producer／Director／Writer

ウインドウを閉じる
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講義名 楽器論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響芸術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響芸術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 小林　健介

到達目標
★楽器（tech）の仕事内容を学び、楽器について理解を深める
★コンサートで使用される楽器の重要性を理解する
★楽器の仕込みや特性について知識を習得する

授業概要
この授業では、楽器（tech）の仕事について解説し、それぞれの楽器が持つ役割や特性などを紹介していきま
す。

楽器のスキルを身に付け、理解を深めよう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（楽器論の概要）

第2回目
～第14回目　Dr set Gt Amp Ba Amp Key

など、各回の授業でセッティング方法や特性について紹介をしていきます。

第15回目 レポート提出

評価方法 100点満点として、レポート提出70点、出席状況を加味した授業への参加意欲の平常点が30点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 舞台制作

ウインドウを閉じる
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